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予算構成と主な施策

健
全
財
政
に
配
慮
し
、
積
極
的
に
編
成

一
般
会
計
は
４
２
５
億
６
２
９
４
万
円

　
三
月
定
例
市
議
会
は
二
月
二
十
六
日
翻
に
開
会
、
三
月
二
十
六
日
面
ま
で
の
二
十
九
日
間

の
会
期
で
、
一
五
年
度
の
当
初
予
算
案
な
ど
を
審
議
し
て
い
ま
す
。
池
本
市
長
は
初
日
、
四
期

日
最
初
の
予
算
で
あ
る
五
年
度
予
算
の
編
成
方
針
を
は
じ
め
と
し
た
施
政
方
針
を
表
明
。
諸

厖
策
の
推
進
に
よ
っ
て
、
宇
治
市
が
、
府
南
部
地
域
の
中
核
都
市
に
ふ
さ
わ
し
く
、
活
力
ど

怒
力
あ
る
都
市
と
し
て
一
層
発
展
す
る
よ
う
、
・
全
力
を
尽
く
す
決
意
を
示
し
ま
し
た
。

　
当
初
予
算
案
は
、
一
般
会
計
が
四
百
二
十
五
億
六
千
二
百
九
十
四
万
円
、
特
別
会
計
（
八

会
計
）
と
企
業
会
計
（
一
会
計
）
を
合
わ
せ
た
予
算
総
額
は
、
六
百
九
十
九
億
千
二
百
七
十

三
万
円
で
す
（
ニ
・
三
面
に
概
要
を
掲
載
し
て
い
ま
す
）
。
ｊ
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財
源
を
重
点
的
に
配
分
し

経
費
の
効
率
化
を
徹
底

　
新
年
度
予
算
は
、
景
気
低
迷
の

影
響
で
、
市
税
収
入
の
伸
び
が
見

込
め
な
い
な
ど
、
厳
し
い
状
況
に

あ
り
車
ふ
、
市
民
牛
活
に
密
着

し
た
事
業
な
芦
ほ
着
実
に
推
進
す

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
財
源
と
し

て
、
翌
＝
や
地
方
債
を
積
極
的
か

っ
適
切
に
活
用
し
未
丁
。

　
運
営
に
つ
い
て
も
、
第
三
次
総

合
計
画
の
基
本
構
想
・
基
本
理
念

に
沿
っ
て
、
限
ら
れ
た
財
源
の
重

▲緑豊かな、住みたい、住んでよかったまちづくりを推進します

点
的
な
配
分
と
経
費
の
効
率
化
を

徹
底
。
財
政
の
健
全
化
に
も
配
慮

し
な
が
ら
、
積
極
的
な
編
戌
内
容

と
な
っ
て
い
未
了
。

　
そ
の
た
め
、
一
般
必
一
計
の
予
算

総
額
は
四
百
二
十
五
堡
八
千
二
百

九
十
四
万
円
、
前
年
度
よ
り
五
・

○
％
の
増
と
、
国
の
一
般
会
計
予

算
の
伸
び
（
〇
・
二
§
増
）
皐
ハ

４
ぐ
上
回
る
伸
び
舎
不
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
各
会
計
の
予
算
総
額

も
、
六
百
九
十
九
億
千
二
百
七
十

三
万
円
と
、
前
年
度
よ
り
六
・
〇

％
増
の
規
模
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
生
活
基
盤
を
整
備
し

　
福
祉
を
充
実

　
五
年
度
予
算
で
は
、
Ｊ
Ｒ
宇
治

駅
の
改
築
、
温
泉
の
泉
源
開
発
、

植
物
公
園
の
建
設
な
ど
の
公
約
事

業
夕
ほ
じ
め
、
道
路
・
下
水
道
・

公
園
・
排
水
路
な
ど
の
都
市
・
生

活
基
盤
の
整
備
な
ど
に
積
極
的
に

対
応
。
明
る
ぐ
活
力
あ
る
長
寿
社

m
目
指
し
た
地
域
福
祉
・
高
齢

者
保
健
福
祉
の
充
実
な
ど
に
も
、

重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
季
ｙ
。

　
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
と
し
て
は
、

陶
源
氏
物
語
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
建

設
構
想
調
査
、
開
総
合
野
外
活
動

セ
ン
タ
ー
の
建
設
調
査
、
源
氏
物

語
散
策
の
道
や
大
吉
山
公
園
の
整

備
、
源
氏
ろ
ま
ん
9
3
な
ど
を
実
施

に
羊
チ
。

　
ま
た
、
大
型
事
業
と
し
て
は
、

下
居
大
久
保
線
道
路
恒
心
、
京
阪

宇
治
駅
前
広
場
や
Ｊ
Ｒ
新
田
駅
東

側
道
路
の
整
備
、
㈹
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
や
開
開
地
域
福
祉
セ
ン
タ

ー
の
建
設
、
京
阪
木
幡
駅
前
自
転

車
等
駐
車
場
（
駐
輪
場
）
や
近
鉄

伊
勢
田
駅
地
下
駅
舎
の
整
備
な
ど

か
計
上
し
て
い
水
子
。
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市
議
会
で
は
、
各
予
算
案
な
ど

を
審
議
す
る
た
め
、
三
月
二
日
叫

に
予
算
特
別
委
員
会
（
十
八
人
）

を
設
置
。
委
員
長
に
吉
田
明
議
員
、

▲(IS)開地域福祉センターの完成予想図

副
委
員
長
に
小
牧
直
人
議
員
を
選

出
し
ま
し
た
。

　
同
委
員
会
は
、
三
月
十
日
困
か

ら
二
十
二
日
側
ま
で
に
七
回
開
か

れ
、
集
中
的
に
審
議
し
ま
す
。

　
ま
た
、
本
会
議
は
今
後
、
十
二

日
出
と
二
土
〈
日
吻
に
開
か
れ
、

予
算
案
や
条
例
の
制
定
二
部
改

正
な
ど
を
審
議
し
、
議
決
す
る
予

定
で
す
。

町内(自治)会を通じてお手元に

5年度版市民カレンダーと手びきを発行

　
市
で
は
、
五
年
度
版
の
「
市
民

カ
レ
ン
ダ
ー
と
手
び
き
」
（
Ａ
４

判
三
十
四
ペ
ー
ジ
、
カ
ラ
ー
刷
り
）

を
近
く
発
行
し
ま
す
。

　
こ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
の
各
月
に
は

行
事
予
定
や
税
の
納
期
な
ど
を
、

手
び
き
に
は
保
健
予
防
や
燃
え
な

い
ご
み
収
集
の
年
間
日
程
、
各
種

相
談
あ
ん
な
い
な
ど
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。

　
各
ご
家
庭
へ
は
、
各
町
内
（
自

治
）
会
長
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
、
今
月
中
に
お
届
け
す
る
予
定

で
す
。

　
町
内
（
自
治
）
会
に
加
入
し
て

い
な
い
ご
家
庭
は
、
広
報
課
（
昔

内
線
2
0
6
9
）
へ
電
話
か
来
庁

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

文
化
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、
各
公
民

館
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
と
グ
リ
ー
ン

タ
ウ
ン
槙
島
管
理
事
務
所
に
も
置

き
ま
す
の
で
、
各
窓
ロ
申

だ

ビ広

侈昏励

　～地域と共に歩む施設に～

　昨年11月､束宇治に開館した笹コミセンと図書館を紹介します登

３月20日出

　　午後５時がら15分間
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私
は
、
昨
年
十
二
月
の
市
長
選

挙
で
、
多
く
の
貿
兄
の
ご
支
持

を
得
て
、
第
十
二
代
市
長
に
就
任

さ
せ
て
い
た
だ
空
ふ
し
た
。

　
四
た
び
市
政
を
担
当
す
る
に
あ

た
り
、
初
心
m
ｘ
る
こ
と
な
ぐ
、

三
期
十
二
年
の
実
績
を
も
と
に
、

公
約
の
実
現
に
向
け
、
全
力
か
尽

く
し
ま
ｙ
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理

解
･
　
m
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
ず
。

　
府
南
部
の
中
核
都
市

　
と
し
て
の
役
割
を

　
現
在
、
府
南
部
地
域
は
、
国
際

的
な
文
化
拠
点
、
広
域
的
な
交
通

の
要
所
と
し
て
大
４
ぐ
飛
躍
し
つ

つ
あ
り
、
宇
治
市
は
そ
の
中
核
都

市
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、

重
要
な
役
割
を
担
う
こ
と
を
期
待

征
れ
て
い
‘
一
子
。

　
私
は
、
そ
の
た
め
に
は
、

‘
市
民

牛
活
の
安
定
と
福
祉
の
向
上
は
も

と
よ
り
、
長
期
的
な
視
野
に
立
っ

て
、
地
域
の
特
性
を
牛
石
し
た
政

策
か
咀
行
し
、
不
断
の
行
政
改
革

　
①
京
都
府
と
協
調
し
、
府
南
部

中
核
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
活
力
と

個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　
②
健
康
家
族
と
市
民
文
化
に
支

え
ら
れ
た
、
人
間
性
豊
か
な
地
域

づ
ぐ
り

　
③
独
善
と
偏
見
寺
琲
し
た
、
良

識
あ
る
市
民
と
と
も
に
歩
む
市
民

自
治

　
積
極
予
算
を
編
成

　
長
引
ぐ
景
気
低
迷
に
よ
っ
て
、

市
の
五
年
度
の
予
簒
編
成
に
お
い

て
も
、
税
収
入
の
伸
び
は
期
待
で

竟
詐
状
況
に
あ
り
未
了
。

　
し
祁
し
、
私
は
、
市
政
を
担
当

し
て
以
来
、
経
済
情
勢
の
不
測
の

活
力
と
魅
力
の
あ
る

都
市
づ
く
り
に
全
力
を

盈
逐
行
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え

て
い
ホ
チ
。

　
三
つ
の
基
本
姿
勢

　
を
堅
持

　
私
は
、
ふ
る
さ
と
宇
治
市
の
限

Ｓ
v
ｔ
<
い
発
展
名
習
ぎ
な
い
も
の

ま
恚
た
め
、
市
政
運
営
に
お
い

て
、
三
つ
の
基
本
姿
勢
で
あ
る

　
を
ｙ
鍔
確
実
な
も
の
と
し
、
七

つ
の
基
本
政
策
に
認
つ
い
た
諸
施

策
を
、
決
断
と
実
行
力
か
も
っ
て
、

強
力
に
推
進
し
て
い
き
毒
丁
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
施
策
の
推
進

か
確
実
な
も
の
と
し
、
行
政
効
果

か
函
げ
る
た
め
、
四
月
一
日
に
市

の
組
織
機
構
舎
収
革
し
ぎ
ヂ
（
詳

細
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
）
。

各
種
華
若
他
用
す
る
こ
と
で
、

行
政
水
準
夕
屁
下
さ
せ
る
こ
と
な

く
、
市
民
の
雅
兄
の
ご
要
望
に

お
こ
た
え
し
た
い
と
考
汽
、
積
極

的
な
予
算
を
編
成
い
た
し
ま
し
た
。

　
七
つ
の
基
本
政
策

　
を
推
進

　
私
は
、
七
つ
の
基
本
政
策
と
し

て
、
ヽ

　
ｍ
緑
豊
か
な
住
み
よ
い
ま
ち
づ

　
②
明
日
に
向
か
ラ
教
育
の
充
実

と
歴
史
に
か
お
る
文
化
の
創
造

　
③
長
寿
社
会
に
対
応
し
た
健
康

で
生
き
が
い
の
あ
る
市
民
牛
酉

　
の
薪
し
い
観
光
資
源
開
発
と
お

茶
な
ど
の
地
域
産
業
の
振
興

　
⑤
健
康
を
は
ぐ
ぐ
み
、
余
暇
を

充
実
さ
せ
る
ス
ポ
ー
ツ
ー
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興

　
・
⑤
基
本
的
人
権
が
尊
重
さ
れ
る

人
間
性
豊
か
な
地
域
社
会
の
形
成

　
⑦
市
民
の
知
恵
と
活
力
夕
生
か

し
、
清
潔
で
む
だ
の
な
い
市
政

　
に
祠
つ
く
取
り
組
み
夕
遥
め
ま

す
（
主
要
な
事
業
の
項
目
は
二
・

三
面
に
掲
載
し
て
い
未
邑
。

　
こ
れ
ら
の
推
進
に
よ
っ
て
、
宇

治
市
が
府
南
部
中
核
都
市
に
ふ
さ

わ
し
い
、
活
力
と
魅
力
あ
る
都
市

と
し
て
一
層
発
展
す
る
よ
ｙ
コ
、
全

力
夕
尽
ぐ
し
ま
ず
。

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、

再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
Ｉ
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆

４
期
目
ス
タ
ー
ト
の
予
算

　
　
　
　
　
　
　

５年度当初予算案

総額699億1

,273万円を

計上

施政

方針

要旨
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平成5年度予算案について、お知らせします

　平成５年度の一般会計の予算総額は､425億

6,294万円。京都府南部の中核都市にふさわ

しい、活力と魅力あるまちづくりを進めるた

め、７つの基本政策（下段の囲みに掲載）を

柱とする事業に、積極的、効率的に配分して

います。

地方譲与税

10億2,900万円(2.4％)
その他

24億8,425万円(5.8％)

　　||億6,I25万円

93の開催5,000万円

　　　　3,500万円

産に）　　500万円

　　　　3,034万円

R助

3億3,500万円

　4,500万円

　7,700万円

　｜,000万円

　3,186万円

　　300万円

　7,373万円

　　803万円

　　　84万円

　　1,093万円

　　　68万円

　　　40万円

　3,651万円

　4,199万円

　1,059万円

　　874万円

　　193万円

　一時的保育

　民間保育所運営への補助

　生活保護扶助

〈保　健〉

☆乳幼児医療費支給

　各種検診・健康診査

　訪問指導（老人健康管理）

　保健指導（乳幼児健診・相談）

　老人保健福祉計画策定

☆歴史街道観光関連施設の整備

☆共同製茶工場施設整備事業への補助

　宇治茶宣伝

　中小企業融資等対策（保証料・利子補給）

　　　867万円

13億5,650万円

17億6,500万円

　3,000万円

|億6,120万円

　｜,062万円

　3,337万円

　　434万円

2,410万円

9,366万円

|,000万円

5,444万円

(債務負担行為　700万円を含む)

　　　　　　　　　　　　　　5,289万円

　　　　　　　　　　　　　2億800万円

　中小企業助成

　温泉泉源開発

　農道・ため池・農業用施設の維持管理

☆溜白川林道開設の測量費

☆ねんりんピック■93開催

2,342万円

1,200万円

6,000万円

　
平
成
五
年
度
予
算
案
の
主
な
施
策
と

予
算
額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
市
の
予

算
は
、
一
般
の
行
政
運
営
に
必
要
な
経

費
を
計
上
す
る
一
般
会
計
、
特
定
の
事

業
を
行
う
場
合
別
に
経
理
す
る
特
別
会

計
と
、
水
道
企
業
会
計
に
分
け
ら
れ
ま

す
。
そ
れ
ら
を
合
わ
せ
た
予
算
総
額
は
、

六
百
九
十
九
億
千
二
百
七
十
三
万
円
（
前

年
度
か
ら
六
・
〇
％
増
）
で
す
。

平成５年度予算規模(*fi: T^H.。ua)

会　　計　　名
平成５年度
当初予算額

平成４年度
当初予算額

伸び率叫

一　　般　　会　　計 42.562,94040,530,400 5.0

交通災膚共済事業 43.800 43,700 0.2

国民健康保険事業 7,034.270 6,840,788 2.8

公共下水道事業 5,435.052 4,617,043 17.7

住宅新築資金等貸付事業 41.500 40,800 1.7

老　人　保　健　事　業10,073,200 9,104,214 10.6

簡　易　水　道　事　業 20.200 20.153 0.2

火　災　共　済　事　業 16,800 15,500 1.8

墓｀地公園事業 493,932 482,041 2.5

特　別　会　計　合　計23.158,75421，165,239 9.4

企　業（水　道）会　計4.191,036 4,282,346△2.1

総　　　　　計 69,912.73065,977,985 6.0

4 ･ : ; . ･ 々 j ; . ･ . . ･ ･ ･ 1 ･ ぐ ･ ･ い ; . ･ . … … … … … l : … … … … , ･ ･ . ･ ･ ぷ : . ・ ･ ･ h ･ ･ … … … … … l ･ … … … … … … … ･ I … … … … … … ; ･ 1 ･ ･ . … … … 1 . ･ . ; . ･ . ぶ ･ … … … J ; ･ ら … … … I 』 ; ; . … … … ' … … … … … J . ' : S . ･ こ . ゛ . J ･ ･ . ‘ ' ' j . '

4 ･ t : … … … : j . ･ ; : 心 : ･ Q ･ り . い ･ : : : l … … … : 心 : E : j M . ･ . ‘ . い ひ ｀ . : l 沁 ; : ぶ . ' ･ : な ･ y . ; . ･ ･ ･ s ; s … … … : ぷ s s t : ･ ご , ･ : … … ぷ : … … … … : ･ ; 心 … … … : : ･ . ･ . 1 ･ : l ! . ; . ; ; : : ･ ･ ﾆ ご ヽ ．

☆圖宇治市総合野外活動センター建設調査

☆西宇治公園拡張整備の調査

　Ｕ一トピア事業への補助

〈同和対策〉

　社会同和教育の推進

　小・中学校同和教育の推進

　隣保館・集会所運営

〈地域づくり〉

☆溜南宇治コミュニティセンター建設の調査

　集会所建設

　女性関連施策推進プランの策定

　平和の7つどい

行政総合ＯＡの整備

議会史の発行

市勢要覧の発行

国際交流

5,210万円

　300万円

　200万円

　613万円

　775万円

2,576万円

　30万円

4,552万円

　221万円

　256万円

7

,

0 0 0 万 円

2

,

2 3 5 万 円

　 7 0 0 万 円

3

,

o o o 万 円

● ● ● ･ ● ● ● 4 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

一般の予算額は、その年度内に支出されますが、「債務負担

行為」の場合は、翌年度以降に支出されることになります。

期
待
に
こ
た
え
る
諸
施
策
を
推
進

425億円の内訳

一
般
会

計

健康をはぐくみ余暇を充実するスポーツ・レクリエーションの振興

上市民の知恵と活力を生かし清潔でムダのない市政

新しい観光資源開発とお茶などの地域産業の振

興

基本的人権が尊重される人間性豊かな地域社会の形成

一 般 化 池 の み 、 ★ 印 は 新 規 事 業
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　市には、８事業の特別会計と水道企業会計が

あります。このうち、国民健康保険・公共下水

道・墓地公園事業と水道事業の予算のあらまし

は、次のとおりです。

　
国
民
健
康
保
険
事
業
で
は
、
七

十
億
三
千
四
百
二
十
七
万
円
（
前

年
度
か
ら
二
・
八
％
増
）
か
計
上

　
保
険
料
に
つ
い

て
は
、
加
入
者
間

の
負
担
夕
ｙ
官
公

平
に
す
る
た
め
、

中
・
低
所
得
者
層

の
負
担
を
緩
和
す

る
な
ど
の
料
金
改

善
名
行
い
ふ
子
。

ま
た
、
国
保
財
政

調
恒
器
一
（
伝
染

病
の
流
行
な
ど
の

不
測
の
事
態
に
備

え
て
作
驚
立
て
て

い
る
県
巫
）
の
運

用
益
兌
扇
し
て
、

人
間
ト
ヨ
タ
の
受

　
公
共
下
水
道
事
業
で
は
．
五
十

四
億
三
千
五
百
五
万
円
（
前
年
度

　
墓
地
公
園
事
業
で
は
、
四
億
九

千
三
百
九
十
三
万
円
（
前
年
度
か

ら
二
・
五
％
増
）
な
計
上
し
て
い

ま
す
。

診
補
助
対
象
者
全
八
百
人
に
拡
大

し
ま
す
。
一
方
、
健
康
教
室
の
開

催
や
保
健
婦
の
訪
問
指
導
な
ど
の

ヘ
ル
ス
パ
イ
オ
ニ
ア
タ
ウ
ン
事
業

を
継
続
し
、
市
民
の
健
硯
つ
く
り

を
推
進
し
示
ｙ
。

し
て
い
康
７
。

　
依
然
と
し
て
医
療
費
は
増
加
の

傾
向
に
あ
り
、
五
年
度
に
お
い
て

も
、
自
主
策
定
し
た
安
定
化
計
画

に
荼
『
つ
き
、
レ
セ
プ
ト
点
検
な
ど

に
よ
る
医
療
費
の
適
正
化
、
健
全

財
政
の
維
持
に
男
め
ま
す
。

か
ら
一
七
・
七
％
増
）
衆
訂
ト
Ｕ

て
ぃ
轟
７
。

　
市
の
公
共
下
水
道
事
業
は
、
昭

和
六
十
一
年
に
宇
治
川
右
岸
の
東

宇
治
処
理
区
で
、
平
成
元
年
に
宇

池
川
左
岸
の
洛
南
処
理
区
で
、
そ

れ
ぞ
れ
使
用
を
開
始
。
昨
年
末
の

普
及
率
は
二
三
・
七
％
に
達
し
ま

し
た
。
市
で
は
、
平
成
十
二
年
で

の
普
及
率
五
〇
％
忿
扱
に
、
計

画
的
に
拡
大
し
て
ぃ
車
か
、
五

年
度
は
特
に
、
棋
島
汚
水
幹
線
管

渠
建
設
と
西
小
倉
地
区
の
関
連
面

整
備
、
患
落
一
号
汚
水
幹
線
管

渠
建
設
を
重
点
的
に
進
め
示
ｙ
。

　
水
道
事
業
で
は
、
四
十
一
億
九

千
百
四
万
円
（
前
年
度
か
ら
二
・

一
％
減
）
夕
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
増
え
続
け
る
水
需
要
に
対
応
す

る
た
め
、
平
成
五
年
度
に
終
マ
手

る
第
五
次
新
設
拡
張
事
業
に
引
き

続
い
て
、
第
六
次
新
設
拡
張
事
業

に
本
格
的
に
着
手
。
炭
山
・
二
尾
・

池
尾
地
域
へ
の
給
水
に
向
け
、
事

前
調
査
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

水
道
事
業
経
営
の
在
り
方
に
つ
い

て
、
水
道
事
業
懇
談
会
を
設
ｍ
。

経
営
の
安
定
化
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

　
昨
年
秋
に
第
一
期
分
と
し
て
使

用
を
始
め
た
百
五
十
三
区
画
に
引

き
続
き
、
五
年
度
の
第
二
期
の
使

用
に
向
け
、
造
成
工
事
、
造
園
工

事
に
取
り
組
み
ま
す
。

公
共
下
水
道
事
業
に
5
4
億
３
千
５
百
万
円

墓
地
公
園
は
第
２
期
分
の
使
用
を
開
始

国
民
健
康
保
険
は
保
険
料
率
を
改
善

その他
24億2,435万円(5.7％)

緑豊かな住みよいまちづくり

〈暮らし〉

☆京阪木幡駅前自転車等駐車場の整備

☆近鉄伊勢田駅地下駅舎化事業負担金

　5億250万円

2億8,421万円

　　　　　　　(債務負担行為　2億|,400万円を含む)

☆J R宇治駅改築の基本設計

☆圖駐輪・駐車場公社の設立調査

　〈道　路〉

源氏物語散策の道の整備

都市計画道路の築造

☆＋一外線交差点の改良

　椛島町54号線の整備

　　　　　　　　(債務負担行為

☆大瀬戸熊小路線の道路改良

☆j R新田駅東側道路の整備

　京阪宇治駅前交通広場の整備

　道路の維持修繕

　〈河　川〉

　排水路の改良

　河川排水路の改修と維持管理

☆治水対策の調査

　〈公　園〉

　宇治市植物公園の整備

2,537万円

　30万円

　下居大久保線

　　宇治棋島線

黄栞公園須留線

|億3,000万円

7億1,700万円

　6,600万円

　｜,000万円

|億7,500万円

3億2,900万円

|億6,300万円を含む)･

　　　　　　　　　5,000万円

　　　　　　　　3億6,200万円

　　　　　　　　9億500万円

　　　　　　　　4億9,671万円

3億|,380万円

|億7,086万円

　　1,400万円

19億8,400万円

　天ヶ瀬森林公園の整備

　大吉山の整備

☆五雲峰緑地保全の調査

　〈住　宅〉

☆市営小倉中畑団地の建て替えの基本設計

　〈環　境〉

3,271万円

3,000万円

　300万円

1,000万円

☆志津川地域コミュニティプラント整備の基本計画|,300万円

　ごみ減量化推進

　〈防　災〉

☆高度救急設備の推進

☆専門職員（救急救命士）の養成

　消防機械器具の整備

　〈教　育〉

　小・中学校、幼稚園の大規模改造

　小・中学校、幼稚園の維持整備

小・中学校教育振興

☆大久保小学校体育館改築

☆学校週５日制活動推進

☆各中学校ファクシミリ設置

　中学校視聴覚備品の整備

　私立幼稚園就園助成

　〈市民文化〉

☆(仮)源氏物語ミュージアム構想の調査

755万円

　461万円

　315万円

9,958万円

2億2,080万円

|億7,446万円

　2,413万円

　2億960万円

　　　150万円

　　　330万円

　　|,650万円

|億I,904万円

　　　　　　:

100万円　Ｅ

　陶生涯学習センターの建設

　紫式部文学賞･市民文化賞受賞式､源氏ろまÅ

　埋蔵文化財発掘調査

☆世界遺産申請の調査(ユネスコ指定の世界文

　図書館のmmの拡充

長寿社会に対応した健康で
生きがいのある市民生活

　〈社会福祉〉

☆(仮)開地域福祉センターの建設

☆近鉄大久保駅エレベーター設置事業への=

　在宅老人デイ・サービス

　在宅老人短期保護

　在宅ねたきり老人等介護者激励金支給

　ねたきり老人等介護者リフレッシュ事業

　家庭奉仕員派遣

　入浴サービス

　高齢者公衆浴場無料入湯助成

　在宅要援護老人対策

☆高齢者住宅改造相談

　(仮)福祉サービス公社設立の準備

　社会福祉協議会活動助成

　宇治共同作業所運営

　福祉タクシー

　重症心身障害者通所援助

　育児相談

特別企業

会計

明日に向かう教育の充実と

歴史にかおる文化の創造

水
道
事
業

墓
地
公
園
事
業

公
共

下
水

道
事

業

国
民
健
康
保
険
事
業

7つの基本政策に基づく主な事業と予算額



福

祉

　
耳
の
こ
と
何
で
も
講
座

　
▼
と
き
・
・
・
３
月
2
8
日
㈲
、
午
後

１
時
～
４
時
▼
と
こ
ろ
・
：
総
合
福

祉
会
館
▼
内
容
・
・
・
・
補
聴
器
の
上

手
な
使
い
方
・
難
聴
者
の
自
立
と

社
会
参
加
・
難
聴
者
の
利
用
で
き

る
福
祉
制
度
ほ
か
▼
申
し
込
み
…

は
が
き
に
「
耳
の
こ
と
何
で
も
講

座
」
と
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

性
別
を
記
入
し
、
福
祉
年
金
課
障

害
福
祉
係
（
〒
6
1
1
宇
治
琵
琶
3
3
）
へ

▼
問
い
合
わ
せ
…
同
係
（
酋
内
線

2
3
0
5
）
へ
。
参
加
は
無
料
▼

主
催
・
・
・
宇
治
市
難
聴
者
協
会
。

在
宅
老
人
家
族
介
護
者
教
室

　
▼
と
き
・
・
・
３
月
拶
缶
、
午
後

C
Ｍ
時
～
４
時
▼
と
こ
ろ
…
宇
治
明

星
園
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
・
・
・
『
『
考
人
ふ
く
し
何
で
も

帳
』
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
』
老
人

福
祉
の
諸
制
度
や
在
宅
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
法
に
つ
い
て
。
当
日
、
『
老

人
ふ
く
し
何
で
む
帳
』
を
配
布
▼

講
師
…
同
園
職
員
▼
問
い
<
ｉ
ａ
ｃ
＼

・
：
同
セ
ン
タ
ー
（
公
2
3
・
6
1
1

5
）
へ
。
参
加
は
無
料
、
直
接
会

場
へ
▼
送
迎
・
：
会
場
へ
の
送
迎
希

望
者
は
事
前
に
同
セ
ン
タ
ー
へ
連

絡
の
う
え
、
午
後
１
時
4
0
分
に
京

阪
宇
治
駅
前
に
集
合
。公

民

館

館 　
絵
画
鑑
賞
入
門

　
▼
と
き
・
・
・
３
月
2
2
日
囲
～
2
4
日

團
、
午
後
７
時
～
９
時
。
３
回
▼

消
費
者
コ
ー
ナ
ー

　
毎
日
配
達
さ
れ
る
、
カ
ラ
フ

ル
で
豊
冨
な
通
信
販
売
の
チ
ラ

シ
や
カ
タ
ロ
グ
、
連
日
の
ぷ
り

に
放
映
さ
れ
る
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
。
こ
れ
ら
を
見
な
が
ら

自
宅
で
注
文
で
き
る
通
信
販
売

は
、
目
覚
ま
し
い
発
展
か
遂
げ

て
い
ま
す
。

　
い
に
妬
し
そ
の
反
面
、
「
注
文
と

は
異
な
る
商
品
が
届
い
た
」
。

　
「
代
金
を
送
っ
た
の
に
、
商
品

が
届
か
な
い
」
「
業
者
が
所
在

不
明
」
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
も
、

数
多
く
発
生
し
て
い
ホ
チ
。

　
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
に
は

　
こ
う
い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
を
防

ぐ
た
め
に
は
、

▼
広
告
に
記
懇
瓦
て
い
る
条

　
件
衆
よ
ぐ
確
認
す
る

▼
代
金
先
払
い
の
場
台
、
特
に

　
業
者
忿
倶
重
に
選
ぶ

▼
注
文
し
た
商
品
の
広
告
や
支

と
こ
ろ
・
・
・
木
幡
公
民
館
▼
対
象
・
：

市
内
在
住
の
人
▼
定
員
・
：
先
着
2
5

人
▼
講
師
・
：
成
安
造
形
短
期
大
学

講
師
・
矢
野
喜
久
男
さ
ん
▼
申
し

込
み
・
：
同
館
（
豊
3
2
・
8
2
9
0
）

へ
一
諾
か
来
館
で
。
参
加
は
無
料
。

　
高
齢
者
合
唱
団
「
お

　
お
と
り
」
団
員
募
集

　
毎
月
第
二
・
四
木
曜
日
に
、
中

央
公
民
館
で
合
唱
忿
采
し
み
毒
了
。

　
▼
対
象
・
・
・
6
5
歳
以
上
の
市
民
▼

定
員
・
：
先
着
2
0
人
▼
申
し
込
み
・
・
・

３
月
1
8
日
㈹
ま
で
に
同
館
（
容
2
0
・

1
4
1
1
）
へ
電
話
か
来
館
で
。

　
難
顕
胆
―
゛
｛

　
学
ぶ

　
Ｏ
Ａ
講
座

　
城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

売
協
？
Ｔ
ジ
ャ
ド
マ
、
〒
1
0
5

東
京
都
港
区
芝
公
園
３
丁
自
４

－
3
0
、
豊
０
３
・
3
4
3
4
一

4
7
0
0
）
が
あ
り
未
了
。

　
通
信
販
売
協
会
と
は

　
「
通
信
販
売
協
会
」
は
、
訪

問
販
売
法
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ

た
社
団
法
人
。
通
信
販
売
業
界

ＯＡ講座の日程・内容

講座名 期間 曜日 時間 回数
(回)腿弓『

ワ．－プロ
　　(初級プラス)

4/12～5/17 月･木 18:30～21:00 ９ 10 11,700

ワープロ　　(初級入門)
4/13～4/30 火･金 18:30～21:00 ６ 20 7,800

ワープロ　mmプラス) 4/19～5/24 月･木 18:30～21:00 ９ 20 11,700

パソ　コ　ン
(Dータスi-2-ﾈ級)

4/7～4/28 水･土 18
9
30～21:00
30～12:00 ６ 20 7.800

／ヾソ　コ　ン
(ロータス1-2-3初級) 4/11～5/23 日 13:00～15:30 ６ 20 7.800

で
は
右
表
の
講
座
を
開
き
手
］
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
同
セ

ン
タ
ー
（
き
4
6
・
0
6
8
8
）
へ
。

図

書

館

　
児
童
書
テ
ー
マ
展
示

　
中
央
図
書
館
・
児
童
書
コ
ー
ナ

ー
で
、
同
じ
絵
本
の
日
本
心
眼
・

．
外
国
｀
阻
劣
血
べ
、
展
示
・
貸
し

す
こ
と
か
ラ
た
っ
た
「
通
信
販

売
倫
理
綱
領
」
を
守
っ
て
営
業

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
し
て
、
協
会
に
加
入
し
て

い
る
こ
と
の
目
印
に
な
る
の
が

下
の
「
ジ
ャ
ド
マ
マ
ー
ク
」
で

す
。
会
員
会
社
の
広
告
に
は
、

必
ず
こ
の
マ
ー
ク
が
入
っ
て
い

毒
丁
の
で
、
目
安
に
し
て
ぐ
だ

通
信
販
売

「
ジ
ャ
ド
マ
」
っ
て
な
ん
だ
？

　
払
い
の
控
え
な
ど
は
、
保
管

　
し
て
お
く

な
ど
が
必
要
で
す
。

　
し
か
し
、
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ

っ
て
し
ま
い
、
当
事
者
間
で
解

決
で
き
な
い
と
き
に
は
、
相
談

で
き
る
窓
口
と
し
て
、
市
役
所

の
消
費
牛
活
相
談
室
（
豊
内
線

2
2
0
3
）
や
「
日
本
通
信
販

の
教
育
、
啓
発
、
ト
ラ
ブ
ル
の

相
談
な
芦
を
行
っ
て
い
る
組
織

で
す
。

　
全
国
に
千
社
以
上
あ
る
通
信

販
売
会
社
の
ラ
ち
、
会
員
と
し

て
加
入
し
て
い
る
の
は
、
今
の

と
こ
ろ
二
百
十
社
。
全
一
員
会
社

は
、
通
信
販
売
が
社
会
的
に
信

頼
さ
れ
、
健
全
な
発
展
を
目
指

さ
い
。

　
Ｍ
Ｐ
Ｓ
制
度
と
は

　
請
求
も
し
な
い
の
に
、
毎
日

送
ら
れ
て
ぐ
る
ダ
イ
レ
ク
ト
メ

ー
ル
。
結
婚
や
死
亡
な
ど
の
変

更
が
あ
っ
て
も
、
古
い
リ
ス
ト

で
い
つ
ま
で
も
送
ら
れ
て
く
る

も
の
も
あ
り
未
了
。

出
し
か
行
い
水
子
。
形
や
色
な
ど

の
違
い
を
お
楽
し
み
ぐ
だ
さ
い
。

　
▼
期
間
・
・
・
３
月
1
6
日
㈹
～
４
月

2
8
日
伽
▼
問
い
合
わ
せ
・
・
・
同
館

（
容
2
0
・
1
5
1
1
）
へ
。

健

康

　
宇
治
保
健
所
の
催
し

　
申
し
込
み
は
い
ず
れ
瓦
落
保

健
所
（
豊
2
1
・
2
1
9
1
）
へ
（
思

１
　
期
母
性
教
室
は
申
し
込
み
不

要
）
。
い
ず
れ
も
参
加
は
無
料
。

　
〈
思
春
期
母
性
教
室
〉

　
▼
と
き
・
・
・
３
月
1
8
日
團
、
午
後

Ｌ
時
半
～
４
時
▼
と
こ
ろ
・
：
同
所

▼
対
象
…
思
春
期
の
子
の
親
▼
内

容
・
：
講
演
「
親
の
知
ら
な
い
子
哉

の
心
」
＝
京
都
女
子
ｔ
ハ
学
・
高
石

　
１
　
石
し
、
「
通
信
販
売
協
会
」

に
郵
便
で
申
し
出
る
と
、
会
員

と
な
っ
て
い
る
す
べ
て
の
会
社

の
リ
ス
ト
か
ら
名
前
が
削
除
さ

れ
、
以
後
、
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー

ル
は
送
ら
元
な
ぐ
な
り
未
了
。

こ
の
制
度
が
「
Ｍ
Ｐ
Ｓ
制
度
」

で
す
。
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
を

止
め
た
い
と
き
に
は
、
・
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

浩
否
応
。
参
加
は
直
接
会
場
へ
。

　
〈
難
病
講
演
会
〉

　
▼
と
き
・
：
３
月
1
9
日
圖
、
午
後

Ｌ
時
半
～
ｔ
時
▼
と
こ
ろ
…
宇
治

地
方
振
興
局
▼
内
容
…
講
演
「
全

身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
の
治
療

と
日
常
牛
活
に
つ
い
て
」
ｈ
国
立

療
養
所
宇
多
野
病
院
・
東
二
郎
さ

ん
、
質
疑
応
答
▼
申
し
込
み
期
限

・
・
・
1
7
E
團
。

　
〈
神
経
難
病
個
別
相
談
〉

　
▼
と
き
・
：
３
月
2
5
日
附
、
午
後

Ｌ
時
～
３
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
同
所
▼

対
象
・
・
・
神
経
難
病
｀
著
や
そ
の
疑

い
の
あ
る
人
と
家
族
▼
担
当
医
師

…
京
都
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学

部
・
藤
原
哲
司
章
ん
▼
申
し
込
み

期
限
…
2
2
日
四

　
〈
歯
の
教
室
〉

　
▼
と
き
・
：
３
月
2
5
日
出
、
午
後

Ｌ
時
～
４
時
▼
と
こ
ろ
・
：
同
所
▼

対
象
…
―
歳
児
と
そ
の
保
護
者
▼

定
員
・
・
・
先
着
3
0
人
▼
内
容
・
・
歯
科

検
診
、
歯
の
磨
座
力
指
導
ほ
か
▼

持
ち
物
・
・
・
母
子
手
帳
、
歯
ブ
ラ
シ
。農ス

ポ

ー

ツ

　
市
民
歩
こ
う
会

　
▼
と
き
・
・
・
３
月
1
4
日
㈲
、
午
前

８
時
半
京
阪
宇
治
駅
前
集
合
（
雨

天
時
は
2
1
日
面
）
▼
行
息
？
・
保

津
峡
・
松
尾
橋
方
面
、
約
1
1
＼
▼

持
ち
物
・
・
・
昼
食
、
雨
具
な
ど
。
交

通
費
は
自
己
負
担
▼
問
い
命
幻
せ

・
：
木
村
長
次
さ
ん
（
萱
2
1
・
3
6

3
3
）
へ
。

　
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
講
習
会

　
▼
な
ど
・
・
・
３
月
2
1
日
面
、
午
前

お

知

ら

せ

　
第
６
回
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
こ
の
指
と
ま
れ

　
▼
と
き
…
３
月
1
4
日
間
、
午
前

1
0
時
４
午
後
２
時
雨
大
決
行
）

▼
と
こ
ろ
・
：
菟
道
第
二
小
学
校
▼

内
容
・
・
・
た
こ
づ
く
り
、
万
華
鏡
つ

く
り
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
チ
ャ

レ
ン
タ
ー
ザ
ー
ゲ
ー
ム
▼
参
加
費
・
：

１
０
０
円
▼
持
ち
物
・
：
昼
食
（
豚

汁
を
用
意
し
康
ｙ
）
▼
問
い
合
わ

せ
・
：
市
民
体
育
課
（
酋
内
線
2
6

2
1
）
へ
。
参
加
は
直
接
会
場
へ
。

　
市
民
素
人
茶
香
服
大
会

　
市
長
杯
争
奪
の
個
人
戦
で
す
。

　
▼
と
き
…
３
月
2
1
日
面
、
午
後

６
時
半
～
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
公
民

館
▼
参
加
費
・
：
３
０
０
円
▼
申
し

込
み
・
・
・
2
0
日
出
ま
で
に
、
宇
治
市

茶
業
青
年
会
会
長
・
小
島
孝
央
さ

ん
（
a
2
1
・
３
３
？
）
か
、
同

会
会
員
、
洛
南
タ
イ
ム
ス
社
、
城

南
新
報
社
へ
。

　
大
久
保
青
少
年

　
セ
ン
タ
ー
の
催
し

　
と
こ
ろ
・
問
い
合
わ
せ
先
は
い

ず
れ
も
大
久
保
青
少
年
セ
ン
タ
ー

（
き
4
4
・
7
4
4
7
）
。
い
ず
れ
も

参
加
は
無
料
、
直
接
会
場
へ
。

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
公

民
館
▼
参
加
費
・
・
・
５
０
０
円
▼
持

ち
物
・
・
・
体
育
館
用
の
靴
▼
問
い
合

わ
せ
・
：
山
岡
一
善
さ
ん
（
ａ
０
７

５
°
４
６
１
・
1
8
2
8
）
へ
。

参
加
は
直
接
会
場
へ
。

　
東
宇
治
・
広
野
中
学
校

　
体
育
館
・
運
動
場

　
の
夜
間
使
用
登
録

　
申
し
込
み
・
問
い
<
m
＼
は
、

三
月
十
五
日
回
↓
九
日
廊
に
、

思
落
中
学
校
開
放
運
営
委
員
会

（
豊
3
2
・
2
1
3
1
）
、
広
野
中
学

校
開
放
運
営
委
員
会
（
公
4
4
・
3

8
6
6
）
へ
。

〈
体
育
館
〉

　
〈
１
日
動
物
園
〉

　
▼
ど
き
・
・
・
３
月
2
0
日
冊
、
午
前

1
0
時
～
午
後
３
時
（
雨
天
時
は
2
8

日
回
▼
そ
の
他
・
：
残
菜
が
あ
れ

ば
お
持
ち
て
だ
さ
い
。

・
〈
春
休
み
映
画
会
〉

　
▼
と
き
・
：
３
月
2
6
日
廊
、
午
前

1
0
時
半
～
Ｈ
時
半
と
午
後
２
時
～

３
時
の
２
回
▼
上
映
作
品
・
：
「
ア

ン
パ
ン
マ
ン
と
ば
い
灸
ん
ま
ん
」

　
「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
、
ふ
官
よ
の
く

に
へ
」
「
ア
ル
プ
ス
の
少
女
ハ
イ

ジ
」
。

　
〈
お
は
な
し
会
〉

　
▼
と
き
・
：
３
月
2
4
日
困
、
午
後

３
時
半
～
４
時
▼
対
象
：
勤
児
、

小
学
校
低
学
年
の
児
馬募

集

　
清
掃
モ
ニ
タ
ー

　
城
南
衛
生
管
理
組
合
で
は
、
五

年
度
の
モ
ニ
タ
ー
m
集
し
ま
す
。

　
▼
募
集
人
数
…
先
着
2
5
人
▼
申

し
込
み
・
・
・
３
月
2
5
日
出
ま
で
に
同

組
合
（
公
０
７
５
・
～
Ｉ
・
5

1
7
1
）
へ
電
話
で
。

　
▼
利
用
時
間
…
４
月
１
日
～
６

年
３
月
3
1
日
、
午
後
７
時
半
ト
ー

時
半
▼
料
金
・
：
Ｌ
時
間
８
０
円

▼
対
象
・
・
・
両
中
学
校
区
内
在
住
で

1
0
人
以
上
の
団
体
。

　
〈
運
動
場
〉

　
▼
利
用
時
間
・
・
・
４
月
１
日
～
Ｈ
一

月
3
0
日
、
午
後
６
購
Ｔ
９
時
半

▼
料
金
・
：
東
宇
治
中
－
3
0
分
間
全

面
1
5
0
0
円
・
半
面
７
５
０
円
、

広
野
中
＝
3
0
分
間
1
0
0
0
円
▼

対
象
・
：
東
宇
治
中
は
宇
治
川
右
岸

地
域
の
小
学
校
区
と
北
横
島
・
棋

島
・
菟
道
の
各
小
学
校
区
内
在
住
、

広
野
中
は
そ
の
他
の
小
学
校
区
内

在
住
で
、
い
ず
れ
も
1
0
人
以
上
の

団
体
。

　
国
民
年
金
「

3
号
未
納
」

に
ご
注
意
！

　
昭
和
六
十
一
年
に
国
民
年
金
法

が
大
政
Ｉ
改
正
さ
れ
、
「
基
礎
年

金
制
度
」
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
、

国
民
年
金
に
加
入
し
、
「
老
齢
基
礎

年
金
」
か
尋
け
る
こ
と
で
、
安
定

し
た
老
後
か
逞
れ
る
ぷ
つ
に
い
よ

.
Ｏ
Ｍ
い
.
ｒ
ｕ
ｊ
)
の
で
し
た
。
そ
の
た

め
、
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
人
の
範
囲
も
拡
大
さ

れ
、
次
の
三
種
類
と
な
り
ま
し
た
。

　
①
第
１
号
被
保
険
者
＝
日
本
国

内
に
住
所
の
あ
る
2
0
歳
以
上
6
0
歳

未
満
の
自
営
業
者
や
学
生
な
ど

　
②
第
２
号
被
保
険
者
―
厚
生
年

金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る

人　
③
第
３
号
被
保
険
者
９
第
２
号

被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配

偶
者
で
2
0
歳
以
上
6
0
歳
未
満
の
人

　
こ
の
ラ
ち
、
第
２
・
３
号
被
保

険
者
の
人
は
、
厚
生
年
金
な
丿
か

ら
国
民
年
金
保
険
料
が
支
払
わ
れ

て
い
る
た
め
、
「
保
険
料
夕
納
め

て
い
る
」
と
い
う
実
感
が
あ
ま
り

あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
般
的
に
、
六

十
五
歳
か
ら
は
、
「
老
齢
基
礎
年

金
」
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

　
に
茄
し
、
同
じ
よ
う
に
厚
生
年

金
か
ら
保
険
料
が
支
払
わ
れ
る
２

号
と
３
号
に
も
、
手
優
里
に
は

違
い
が
あ
り
ま
す
。
と
い
う
の
も
、

国
民
年
金
の
加
入
手
続
≪
)
？
:
'
第

２
号
被
保
険
者
に
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
が
、
第
３
号
被
保
険
者
は
自

分
で
最
寄
り
の
市
区
町
村
に
届
け

　
一
月
二
十
日
か
ら
行
わ
れ
て
い

た
平
等
院
庭
園
の
発
掘
調
査
で
は
、

出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
す

　
こ
の
手
続
き
を
忘
れ
た
り
、
会

社
が
や
っ
て
ぐ
れ
る
な
會
£
放

っ
て
お
い
た
り
し
た
と
き
に
発
生

す
る
の
が
「
３
号
未
納
」
。
特
に
、

左
図
の
ぷ
っ
に
、
夫
が
心
一
社
を
変

わ
っ
た
り
、
一
時
的
に
夫
の
扶
養

か
ら
外
れ
た
匯
し
た
場
合
に
多
く

見
ら
れ
ま
す
。
必
ず
届
け
出
欠

　
　
　
Ｉ

因
心
器
Ⅲ

　
　
　
く

　〈退職〉

･･(1号)･･

〈再就職〉

　B社

(2号)

　
『
３
号
未
納
』
で
は
、
自
分
で
未

納
分
の
保
険
料
か
納
め
る
こ
と
が

'
ｐ
ｉ
s
m
i
f
i
ん
。
厚
生
年
命
か
ら
は

未
納
分
蔵
ｍ
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
そ
れ
も
届
け
出
日
の
二
年

前
の
分
ま
で
。
そ
れ
以
前
の
分
は

未
納
扱
い
と
な
っ
て
し
ま
い
季
子

　
国
民
年
金
は
、
二
士
匹
か
息
八

十
歳
ま
で
の
四
十
年
間
の
加
入
期

間
の
ラ
ち
、
保
険
料
納
付
期
間
（
免

除
期
間
な
ど
１
　
抒
）
が
二
十
五

年
間
な
け
れ
ば
、
「
老
齢
基
礎
年

金
」
登
客
ｙ
７
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん

な
こ
と
に
な
ら
な
い
た
め
に
も
、

今
一
度
、
あ
な
た
の
国
民
年
金
の

資
格
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
ぐ
は
、
福
祉
年
金
課
国
民

年
金
係
（
豊
内
線
2
3
1
0
）
へ
。

泄
を
挟
ん
で
鳳
凰
堂
の
対
面
に
建

っ
て
い
た
「
小
御
所
（
こ
ご
し
よ
）
」

跡
が
見
つ
か
る
な
ど
、
大
m
m

果
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
調
査
結

果
の
説
明
会
を
現
地
で
開
き
示
ｙ
。

　
▼
と
き
・
：
３
丹
1
3
日
出
、
午
後

５
時
～
６
時
▼
説
明
・
・
・
社
会
教
育

課
職
員
▼
問
い
合
わ
せ
・
・
・
同
課

（
萱
内
線
2
6
1
7
）
へ
。
参
加
は

無
料
、
当
日
午
後
５
時
に
平
等
院

表
門
前
集
合
▼
主
催
・
：
平
等
院
。
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市
民
の
ひ
ろ
ば

」
配
獣
数
詰
少
少
少
少
少

少
ね
ね
ね
ね
ね

ね
ね
ね
ね
ね
澗
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